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発 表 論 文 Elasticity sensing forceps with stepper motor

ステッピングモータによる臓器硬さ計測可能な鉗子

概 要：

低侵襲な内視鏡下手術が広まる中，遠隔操作の手術支援ロボットが開発され高精度の位置決めが可能と

なった。しかし，従来の手術ロボットは力覚が無く，医師に過度の負担を強いると考えられる。そこで，立

石科学技術振興財団の研究助成を受けて「触診機能搭載型オーダーメイド手術支援マニピュレータの開発」

を進めている。

本会議の参加目的は，上記の研究成果の一部を国際的に発信し，また，討論を通じて先駆的な研究者から

の示唆を得て，さらに，手術支援システムに関する世界の研究動向を調査することである。これにより，本

研究成果を適用した臓器損傷の少ないロボット手術をワールドワイドに提案し，今後の展開に有用な知見を

得て，患者に優しい機械と人間の調和を促進できると考えた。

参加した国際会議は，診断治療をコンピュータ支援する医工学分野の会議であり，34カ国から 400件以上

の研究発表と 50件以上の招待講演が行われた。発表論文では，患者の臓器硬さに応じて把持力を調節可能な

手術支援マニピュレータの実現を目指し，ステッピングモータが過負荷で空回りする位相差を活用した臓器

硬さ計測可能な鉗子の開発として，システムの設計試作と計測実験，および本手法の有用性と課題を示した。

会議参加者らと基礎データの取得内容，臨床対応の機構形状や駆動方法，医師への情報提示手法などについ

て討論し，今後の研究展開に向けた技術的・臨床的な知見を得ることができた。また，ロボット技術など治

療分野ではアジア勢，画像処理など診断分野では欧米勢が先駆的な研究を進めており，本分野における研究

の方向性を知り得たことも大きな成果であった。
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発 表 論 文 Synchronization in coupled excitatory and inhibitory neurons with ladder structure

ラダー結合した興奮性・抑制性ニューロンにおける同期現象

概 要：

本報告では，脳内にて観測される神経細胞ネットワークを構成するサブネットワーク (興奮性・抑制性

ニューロンのラダー型結合) の同期発火現象について神経細胞のモデルを用いて現象のパラメータの依存性

を明らかにしている。ニューロンネットワーク内で観測される同期発火現象は，脳の情報処理機構や神経病

の病症の原因解明の鍵として生理学的にも工学的にも注目を集めている。

したがって，同期発火現象とパラメータの関連性は生理学研究のみならず脳機能を模したハードウェア開

発に対しても非常に有益な情報となるため NOLTA2012 にて発表を行う。NOLTA2012は非線形問題研究が

主催する国際会議の中でも規模が大きく，国内外から非常に多くの研究者が参加する。同期発火現象を始め

とした脳内のニューロンにみられる現象の多くは非線形現象であり，そのモデル解析やハードウェア研究に

ついて数多くの研究報告がなされる。したがって，本会議で研究成果を報告することは，モデル解析のみな

らずハードウェア開発に携わる他の研究者との情報を共有するためにも必要である。

成果報告を NOLTA2012で行った結果，解析に用いたニューロンモデルの妥当性に関する質問を中心に議

論をかわすことが出来た。さらに申請者の研究はニューロンの膜電位の変位に着目した解析であったが，位

相縮約モデルを用いることで，結合ニューロン系において観測出来た『位相進み』について，より詳細にパ

ラメータとの関係を調査できるとの助言も得ることが出来た。

また，バンケットでは国内外の制御工学やネットワーク工学，電気回路の専門家の方々と研究のみならず

各国のカルチャーについてなどの多岐にわたる話題で盛り上がり，充実した交流を行うことが出来た。
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